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生ごみ乾燥処理における水蒸気凝縮の脱臭効果
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　目的　生ごみ乾燥処理時に発生する臭気の低減方法について検討した。発生する臭気を

分析したところ、炭化水素系の臭気を主成分としてその多くが水溶性であることが分かっ

た。生ごみ乾燥時には、多量の水蒸気か蒸発する。この水蒸気を凝縮し臭気成分を溶解さ

せることで、発生臭気量を低減できる可能性があると推測した。そこで今回は、水蒸気凝

縮の脱臭効果について検討したので報告する。

　方法　震分を調整した生ごみを断熱容器に納め、lao-cの熱風で加熱乾燥した。発生ガス

は断熱容器外側で30°Cに冷却し、発生水蒸気を凝縮させた。乾燥時に発生したガスは水蒸

気凝縮前後でサンプリングし、その成分および炭化水素濃度をGC-MS （ガスクロマト

グラフー質量分析計）およびG Cを用いて分析した。また、G C－MSを用いて凝縮水中

に溶解している成分を分析した。

　結果　乾燥時に生ごみヽから蒸発する水蒸気を凝縮させた場合、臭気成分が凝縮水に溶解

するために脱臭効果が生じる。臭気の凝縮水への溶解量はヘンリー定数で整理でき、気液

相で平衡する濃度まで溶解する。水蒸気を室温レベルまで冷却することで、臭気成分量に

対応す名炭化水素濃度を約97%低減できることが分かった。
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21日（土）Ｄ会場　午後4 :30～5 :30
Ｉ Dp－ １ 唾液中a-アミラーゼ活性におよぼす紅茶タンニンの影響(第２報)
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【目的】紅茶タンニンは唾液中a -Amylaseの活性を著しく阻害する。タンニンは収れん性
を有することより、その阻害反応に唾液中ムチンが何らかの影響を及ぼしていることが推

察される。そこで本報では、唾液からムチンを除去するための簡便法につき検討を加えた。
【方法】紅茶抽出液として、茶葉3?に熱水200㎡を加え３分間抽出後口別し、そのロ液を

用いた。a -Amylase活性はジニトロサリチル酸を使用する光電光度法(DNSA法)、タンパ
ク質の定量はFolin法をそれぞれ用いた。

【結果】唾液中ムチンの分離法として、①遠心分離法(1.8×lO’rps, 20分)、②限外濾過

法(10万分画・30万分画)、③イオン交換クロマトグラフィー法(DEAE-Sephadex A-25)を検
討した。①では、Amy lase活性残存率は３法中最も高かったが(96.4％)、蛋白質の残存率

も高く、蛋白あたりの活性(A/P)の増加率は46.4％であった。②では、活性、蛋白残存率

とも40％前後と低かったが、A/Pは両分画ともに減少してしまい、Aoylase自身の損失が大
きかった。濾過唾液濃度を２・５・10倍に希釈すると、30万分画では5倍希釈からA/Pは増加

し、10倍希釈では両分画とも41～54％の増加が認められた。③では、バッチ法ではわずか

14.1％のA/P増加しか認められなかったが、カラム法では、5倍希釈唾液の場合A・ylase活
性57.6％、蛋白残存率29. 7％となり、A/Pは107. 6％の増加が認められ、３法の中で最も有

効な方法であった。それぞれの方法で処理した唾液について、紅茶抽出液を添加したとこ

ろ、いずれの場合も、処理前の活性値に比べわずかではあるが増加しており、活性阻害へ
のムチンの影響が推察された。
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